
２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 島根県 】 

学校名【 島根県立松江清心養護学校 】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

（学年･人数） 
小学部４～６年生  ６名 

中学部２～３年生  ５名 

高等部１～３年生 １４名 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（ 特別活動、保健体育 ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・障がいのある先輩の生き方や考え方に触れ、生徒自身が日々の

生活の中で実践しようとしたり、工夫しようとしたりする態度

を養う。 

・ボッチャについての指導を受けて、上達に向けて自分なりに工

夫することができる。 

５ 取組内容 ＜実施日＞１２／１１ 

＜内容について＞ 

山口県障害者スポーツ協会会長の藤田様をお招きした。ご自身

もシドニーパラリンピック出場（陸上）をはじめ数々の世界大会

やアジア大会の出場歴をもっておられる。当時の映像を見せてい

ただいたり、競技選手としての苦労や挫折、気持ちの変化等、貴

重なお話をお聞かせいただいたりした。ご自身の経験から自分の

人生に目標をもち、目標を達成するために自分なりに努力し続け

る内容のお話は、障がいのある先輩から背中を押していただける

言葉になったのではと考える。 

 

 

 

 

 

 

 また、ボッチャの実技指導では試合を通して状況に応じた考え

方や投げ方等をご指導いただいた。これまで生徒たちが知らなか

った方法などをアドバイスいただいたり、投げ方を実際に見せて

いただいたりと貴重な体験になった。 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



６ 主な成果 

 

 前半の講演では、藤田さんが競技選手を続けるにあたって目標

をもつこと、達成のために努力し続けること、挫折や苦労など

様々な思いや当時の心境を語っていただいた。「ゴールテープを

一番に切る時間は一瞬だが、その一瞬の為にどれだけ練習に励み

力を積み上げてきたか」「努力が報われないこともあるがチャレ

ンジを続けることを止めたら実を結ぶことは絶対にない」等の言

葉は、多くの記録や実績を残してこられた藤田さんの口から直接

語られる話だけに、生徒たちの中には前のめりになって聞いてい

る姿も見られた。 

 また、後半のボッチャの指導では、これまで体育で取り組んで

いたことや大会に出場した経験がある児童生徒も多くいたが、教

員も含めて初めて知る投げ方や試合を有利に進める方法等、新し

い発見がたくさんある時間となった。試合を進めながら生徒が自

分から質問をしたり、状況に応じた作戦等のアドバイスを求めた

りする姿も見られた。今後もボッチャに取り組んでいく生徒たち

にとって考え方を拡げる機会となった。教員が気づかされる場面

もたくさんあり、今後の授業の展開や指導をする際の参考にもな

った。この経験を生かし生徒たちにより深い学びを提供できるよ

うになったことも大きな成果と考える。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・授業や障がい者スポーツ大会に参加して取り組んでいるボッ

チャに関する内容にすることで、学習と生活に繋がりをもて

るようにしたこと。 

・生徒（学習グループ）の実態に合った学習になるように、体

験型の内容も設定したこと。 

８主な課題等 ・年間の授業計画が決まった段階で再度計画を確認したり、講

師の方の予定があったりしたため、日にちが決めづらく事前

事後の時間もなかなか確保することが難しかった。 

・準ずる教育課程の生徒は、授業の進度との兼ね合いもあるた

め、学部全体の協力が必要だった。 

９来年度以降の

実施予定 

・現時点では今後のことは未定だが、ボッチャをはじめスポーツ

大会への情報提供を行っていく予定である。 

 

 

 


